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自
然
公
園
な
ど
で
の
 

施
設
の
長
寿
命
化
の
取
り
組
み
 

株
式
会
社
ラ
ス
コ
ジ
ャ
パ
ン
 
営
業
顧
問
 
白

井

良

夫

 

は
じ
め
に
 

国
立
公
園
の
役
割
は
多
様
化
し
て
き
 

て
い
る
よ
う
だ
。
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
 

ジ
ェ
ク
ト
で
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
観
光
 

資
源
と
し
て
の
整
備
も
進
み
、
施
設
の
 

長
寿
命
化
の
動
き
も
さ
ら
に
進
む
も
の
 

と
思
わ
れ
る
。
施
設
整
備
を
進
め
る
中
 

で
当
社
も
一
層
こ
の
動
き
に
あ
っ
た
提
 

案
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
 

当
社
の
歩
み
 

設
立
時
よ
り
ピ
ン
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
 

ョ
ン
（
以
下
ピ
ン
基
礎
）
を
用
い
た
施
 

設
整
備
を
提
案
し
、
今
年
で
二
〇
周
年
 

を
迎
え
る
。
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
適
材
適
 

所
の
提
案
を
す
る
た
め
人
力
施
工
が
で
 

き
る
よ
う
に
、
岩
盤
用
の
基
礎
、
フ
ェ
 

ン
ス
・
手
摺
用
の
基
礎
、
遮
水
・
土
留
 

用
の
基
礎
、
大
型
施
設
用
の
基
礎
等
を
 

開
発
し
、
全
国
に
一
、
〇
〇
〇
以
上
の
 

施
設
を
施
工
し
て
き
た
。
使
用
す
る
素
 

材
も
国
産
材
・
外
国
産
材
と
木
に
こ
だ
 

わ
っ
て
き
た
が
、
長
寿
命
化
の
流
れ
に
 

沿
っ
て
ア
ル
ミ
合
金
、
再
生
木
材
、
G
 

R
P

（
ガ
ラ
ス
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
 

ク
）
等
を
組
み
合
わ
せ
て
提
案
す
る
こ
 

と
で
、
各
方
面
か
ら
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
 

て
き
た
。
 

さ
ま
ざ
ま
な
要
望
に
 

あ
わ
せ
た
施
工
実
績
 

大
山
隠
岐
国
立
公
園
 

大
山
森
の
遊
歩
道
（
写
真
①
）
 

再
生
木
材
と
ア
ル
ミ
構
造
に
ピ
ン
基
 

礎
で
長
寿
命
化
を
図
る
。
国
立
公
園
内
 

で
再
生
木
材
が
大
規
模
に
採
用
さ
れ
た
 

実
績
。
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三
陸
復
興
国
立
公
園
 

黒
崎
仙
峡
展
望
台
（
写
真
②
）
 

写
真
①
と
同
様
に
再
生
木
材
と
ア
ル
 

ミ
構
造
。
多
く
 

の
自
然
公
園
等
 

施
設
で
長
寿
命
 

化
が
図
ら
れ
て
 

い
る
。
基
礎
は
 

岩
盤
用
の
ロ
ッ
 

ク
フ
ァ
ウ
ン
デ
 

ー
シ
ョ
ン
。
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大
山
隠
岐
国
立
公
園
 

川
床
木
地
屋
橋
（
写
真
③
）
 

以
前
の
木
橋
 

に
」
．
、
一
駐
纏
 

は
水
面
が
近
く
 

ー
一
『
．
コ
ー
叱
鳶
 

増
水
時
の
通
行
三
 

一
＆
）
器
欄
 

が
危
険
な
た
め
 

難
鷺
、
編
 

災
害
を
考
慮
し
、
「
 

）・
 

婦
叫
・
勲
 

高
い
位
置
で
ァ
 

・ 

・
」
 

彫
恕
，
 

ル
ミ
ト
ラ
ス
橋
 

に
架
け
替
え
ら
 

れ
た
。
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山
奥
に
位
置
す
 

る
が
人
力
の
み
で
 

施
工
。
床
板
の
軽
 

量
化
と
積
雪
を
考
 

慮
し
G
R
P
製
の
 

グ
レ
ー
チ
ン
グ
を
 

使
用
（
写
真
④
）
。
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熊
本
県
球
磨
郡
五
木
村
 

五
木
大
滝
自
然
森
林
公
園
（
写
真
⑤
）
 

デ
ッ
キ
は
滝
の
飛
沫
で
常
に
湿
っ
た
 

状
態
と
な
り
、
木
で
は
腐
り
や
す
い
た
 

め
耐
久
性
を
考
慮
し
、
高
欄
、
床
板
構
 

造
材
す
べ
て
を
G
R
P
と
し
た
。
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写真鬻 

十
和
田
八
幡
平
国
立
公
園
 

網
張
園
路
（
写
真
⑥
）
 

大
型
の
展
望
台
は
高
さ
が
あ
り
構
造
 

材
が
木
で
は
強
度
が
足
り
ず
、
鋼
材
に
 

な
い
木
質
感
の
G
R
P
を
採
用
。
本
件
 

以
外
に
も
硫
化
水
素
ガ
ス
等
の
火
山
ガ
 

ス
の
影
響
を
考
慮
し
た
G
R
P

の
実
績
 

で
は
、
写
真
⑦
の
阿
寒
摩
周
国
立
公
 

国立公園 No.784/JUNE2口20 24 



園
・
川
湯
硫
黄
山
線
歩
道
が
あ
る
。
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中
部
山
岳
国
立
公
園
 上

高
地
（
写
真
⑧
）
 

国
立
公
園
の
特
別
地
域
・
文
化
財
 

（
特
別
名
勝
・
特
別
天
然
記
念
物
）
の
 

た
め
ピ
ン
基
礎
。
構
造
材
は
景
観
に
配
 

慮
し
大
ス
パ
ン
で
支
柱
本
数
を
減
ら
し
、
 

豪
雪
地
の
た
め
、
鋼
材
を
使
用
、
ピ
ン
 

基
礎
も
許
容
耐
力
が
最
大
の
D
P
~
L
 

（
大
型
施
設
用
の
基
礎
）
を
採
用
。
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伊
勢
志
摩
国
立
公
園
 

横
山
展
望
台
（
写
真
⑨
）
 

高
欄
は
細
い
縦
 

格
子
と
し
景
色
を
 

邪
魔
し
な
い
よ
う
 

に
配
慮
。
光
沢
感
 

を
抑
え
た
（
リ
ン
 

酸
亜
鉛
処
理
）
鋼
 

材
を
使
用
。
 

富
士
箱
根
伊
豆
国
立
公
園
 

田
貫
湖
展
望
デ
ッ
キ
（
写
真
⑩
）
 

田
貫
湖
展
望
デ
ッ
キ
は
水
の
抜
け
な
 

い
場
所
の
た
め
、
基
礎
を
水
中
施
工
。
 

ピ
ン
基
礎
は
超
軟
翻
 

、一 

弱
地
盤
で
も
支
持
、
戸
 

－ 

『 

力
を
得
ら
れ
る
。
 

高
欄
・
構
造
材
は
 

ア
ル
ミ
合
金
で
長
 

寿
命
化
し
床
板
と
 

笠
木
に
杉
を
用
い
 

て
景
観
に
配
慮
。
 

写
真
⑩
の
東
京
 

都
運
河
連
絡
橋
と
 

同
じ
状
況
で
全
国
 

に
多
数
の
水
中
工
 

事
の
実
績
が
あ
る
。
 

塩
害
に
強
い
G
R
 

P
を
使
用
。
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日
光
国
立
公
園
 

戦
場
ケ
原
周
回
線
歩
道
遮
水
堰
 

（
写
真
⑩
）
 

重
機
が
持
ち
込
め
な
い
場
所
で
湿
原
 

乾
燥
防
止
の
た
め
遮
水
堰
を
つ
く
る
要
 

望
が
あ
り
、
ア
ル
ミ
矢
板
を
連
結
し
、
 

人
力
施
工
の
パ
イ
プ
ウ
ォ
ー
ル
を
開
発
・
 

崩
落
防
止
の
土
留
柵
と
し
て
使
用
さ
れ
 

る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
 

知
床
国
立
公
園
 

知
床
五
湖
駐
車
場
フ
エ
ン
ス
 

（
写
真
⑩
）
 

凍
上
を
考
慮
し
て
、
鋼
管
杭
の
ス
リ
 

ー
ブ
パ
イ
ル
で
施
工
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
 

基
礎
よ
り
も
省
施
工
化
で
き
る
基
礎
と
 

し
て
採
用
さ
れ
る
。
フ
エ
ン
ス
や
手
摺
、
 

標
識
の
基
礎
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
 

い
が
、
木
道
等
の
基
礎
と
し
て
使
用
で
 

き
る
。
 

一

一

 

一
 

写真⑩ 

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
 

一
つ
目
は
、
今
後
必
要
と
さ
れ
る
ニ
 

し
ス
に
応
え
、
技
術
力
・
商
品
力
を
高
 

め
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
山
 

間
部
に
お
け
る
人
道
橋
の
重
機
無
し
で
 

の
架
け
替
え
、
野
生
動
物
の
侵
入
防
止
 

フ
エ
ン
ス
、
観
光
地
で
の
災
害
時
用
非
 

常
階
段
な
ど
、
各
方
面
の
要
望
に
応
え
 

て
い
き
た
い
。
 

二
つ
目
は
、
環
境
問
題
に
可
能
な
限
 

り
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
で
あ
る
。
長
 

寿
命
化
素
材
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
、
 

G
R
P
と
再
生
木
材
は
セ
メ
ン
ト
焼
成
 

用
の
燃
料
と
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
 

灰
を
セ
メ
ン
ト
原
料
と
し
て
再
資
源
化
 

す
る
シ
ス
テ
ム
が
で
き
て
い
る
。
適
切
 

な
プ
ロ
セ
ス
を
経
る
こ
と
で
木
材
の
よ
 

う
に
再
資
源
化
で
き
、
最
終
的
に
埋
め
 

立
て
処
分
さ
れ
る
廃
棄
物
を
ゼ
ロ
に
す
 

る
こ
と
が
で
き
る
。
 

白

井

 
良
夫
●
し
ら
い
 
よ
し
お
 

ア
ル
ミ
の
会
社
で
人
事
管
理
か
ら
駅
前
広
場
 

の
景
観
づ
く
り
の
営
業
に
従
事
。
あ
る
キ
ッ
 

カ
ケ
で
木
と
自
然
の
魅
力
に
惹
か
れ
今
の
会
 

社
に
転
職
。
公
園
や
観
光
地
の
施
設
を
木
や
 

環
境
・
長
寿
命
化
・
人
力
施
工
の
ニ
ー
ズ
に
 

沿
っ
た
提
案
営
業
に
努
め
て
き
た
。
『
夢
を
カ
 

タ
チ
に
』
の
言
葉
が
い
つ
も
心
の
中
に
あ
る
。
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